
   

タッチパネル表示器 
RCM-PM-01 

ファーストステップガイド  第 3 版 
 

このたびは、当社の製品をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。 
安全のために、本ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞのほか、安全ｶﾞｲﾄﾞおよび取扱説明書に従って、正しく使用して 
ください。このﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞは、本製品専用に書かれたｵﾘｼﾞﾅﾙの説明書です。 
 
 
 
 
 
 
 

 
• この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製することはできません。 
• 本文中における会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

本製品は、標準構成の場合、以下の部品で構成されています。 
万が一、型式違いや不足のものがありましたら、お手数ですが、販売店または当社まで連絡してください。 

1. 構成品(ｵﾌﾟｼｮﾝを除く) 

番号 品 名 型 式 備 考 
1 本体 型式銘板の見方、型式の見方参照  

付属品  
2 取付金具  4 個 
3 取付ﾈｼﾞ  4 個 
4 ｺﾈｸﾀ 284506-8(Tyco Electronics AMP K.K.)  
5 ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞ MJ0283  
6 安全ｶﾞｲﾄﾞ M0194  

2. 本製品関連の取扱説明書 
番号 名 称 管理番号 

1 ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器 RCM-PM-01 取扱説明書 MJ0182 
2 ERC2 ｺﾝﾄﾛｰﾗ(PIO 専用)一体型ｱｸﾁｭｴｰﾀ取扱説明書 MJ0158 
3 ERC2 ｺﾝﾄﾛｰﾗ(SIO 専用)一体型ｱｸﾁｭｴｰﾀ取扱説明書 MJ0159 
4 ERC3 ｺﾝﾄﾛｰﾗ一体型ｱｸﾁｭｴｰﾀ取扱説明書 MJ0297 
5 PCON-CA ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0289 
6 PCON-C/CG/CF ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0170 
7 PCON-CY ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0156 
8 PCON-SE ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0163 
9 PCON-PL/PO ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0164 
10 ACON-C/CG ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0176 
11 ACON-CY ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0167 
12 ACON-SE ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0171 
13 ACON-PL/PO ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0166 
14 SCON ｺﾝﾄﾛｰﾗ取扱説明書 MJ0161 
15 ROBONET 取扱説明書 MJ0208 

3. 型式銘板の見方 
 
 
 
 
 
4. 型式の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ｻﾎﾟｰﾄ機種一覧 

機種名 ｻﾎﾟｰﾄ開始ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
ERC2 V1.00 

ERC3※1 V2.00 
PCON V1.00 

PCON-CA V2.00 
ACON V1.00 
SCON V1.00 

ROBONET V1.00 
※1 ERC3 は、CON ﾓｰﾄﾞに限り接続できます。 

MEC ﾓｰﾄﾞは接続できません。 

ｺﾝﾄﾛｰﾗ対応ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
接続可能ｺﾝﾄﾛｰﾗでの対応ﾊﾞｰｼﾞｮﾝは以下の通りとなります。 
それ以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝではｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄが必要となります。 
ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄが必要な場合は、当社まで連絡してください。 

機種名 ｻﾎﾟｰﾄ開始ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 
PCON/ERC2 V0008 以降 

ACON V0009 以降 
SCON V0015 以降 

 

 
項 目 仕 様 

使用周囲温度、湿度 温度 0～50°C 湿度 10～85%RH(ただし結露なきこと) 
耐環境性 IP65(初期状態において) 

ただし、ﾊﾟﾈﾙ前面からにかぎり防塵・防滴 
質量 約 160g 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
• 動作ﾓｰﾄﾞ設定ｽｲｯﾁ 

 

SW No. OFF ON 
1 必ず OFF にして使用してください。 
2 必ず ON にして使用してください。 
3 

必ず OFF にして使用してください。 
4 

 

 
(注) • 外来ﾉｲｽﾞが配線ｹｰﾌﾞﾙに印加、誘導されないよう配線、引回しにはご注意ください。 

また、配線ｹｰﾌﾞﾙはｼｰﾙﾄﾞ線をご使用することをお薦めします。 
 • Eは終端局を設定するために使用します。 
 • 電源は、必ず絶縁型DC電源をご使用ください。 

 
【COM ﾎﾟｰﾄ(電源・RS422/RS485)】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1. ｺﾝﾄﾛｰﾗまたは ROBONET GatewayR ﾕﾆｯﾄとの接続：ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰ接続 

接続ｹｰﾌﾞﾙは、「非常停止 BOX 付きｺﾝﾄﾛｰﾗ接続ｹｰﾌﾞﾙ(CB-PM-SIO030-EB)」(ｵﾌﾟｼｮﾝ)を、推奨します。 

 
 
 
【非常停止 BOX 付きｺﾝﾄﾛｰﾗ接続ｹｰﾌﾞﾙ CB-PM-SIO030-EB】 
 

 
 
 
2. ｺﾝﾄﾛｰﾗまたは ROBONET GatewayR ﾕﾆｯﾄとの接続：ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰ接続 

 
 
(注) ｼﾘｱﾙ通信のﾗｲﾝだけの接続図となっております。電源および非常停止ﾗｲﾝの接続は、各ｺﾝﾄﾛｰﾗの取扱説

明書を参照してください。 

製品の確認 

ｻﾎﾟｰﾄ機種 

基本仕様 

外形寸法図 

各部の名称 

配線図 

MODEL RCM-PM-01

SERIAL No.900109944 A1 MADE IN JAPAN

型式

ｼﾘｱﾙ番号

R C M - P M - 0 1 - E N G  

<型式> 
RCM-PM-01：ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器 

<ｵﾌﾟｼｮﾝ> 
指定なし ：日本語表示 
ENG ：英語表示 
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警告： 本製品の取扱いは、取扱説明書を熟読の上、取扱説明書に従って行ってください。 
 取扱説明書は、当社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。 
 無償でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。初めての方はﾕｰｻﾞｰ登録が必要となります。 

 URL:www.iai-robot.co.jp/data_dl/CAD_MANUAL/ 
 取扱説明書は、本製品を設置した機器の近くに印刷して、いつでも確認できるように 
 するか、ﾊﾟｿｺﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末などに表示して、すぐに確認できるようにしてください。 
 取扱説明書の製本が必要な場合、ﾌｧｰｽﾄｽﾃｯﾌﾟｶﾞｲﾄﾞまたは取扱説明書巻末に記載されて 
 いる最寄の営業所に注文してください。有償で提供いたします。 



3. 複数台ｺﾝﾄﾛｰﾗとの接続 

 
(注) ｼﾘｱﾙ通信のﾗｲﾝだけの接続図となっております。電源および非常停止ﾗｲﾝの接続は、各ｺﾝﾄﾛｰﾗの取扱説

明書を参照してください。 
 
(注) ｺﾝﾄﾛｰﾗ間は、以下のｺﾝﾄﾛｰﾗﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)、ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽで接続できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙとｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ間および、ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝとｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ間は、お客様で配線をお願いします。 
• ｺﾝﾄﾛｰﾗﾘﾝｸｹｰﾌﾞﾙ(e-CON ｺﾈｸﾀ、ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ、終端抵抗各 1 個付属) 

型式 CB-RCB-CTL002 
 
 
 
 
 

設置環境 
取付けにあたっては次の条件および注意をお守りください。 
• 周囲温度 0～50°C、湿度 20～85％RH の水滴がかからない場所に取付けてください。 
• 制御盤などの空気がこもる場所に設置する場合は、表示器本体の温度上昇を防止するため、強制冷却し

て周囲温度が 50°C をこえないようにしてください。 
• 直射日光の当たる場所、結露の発生しやすい場所は避けてください。 
• 可燃性ｶﾞｽ、腐食性ｶﾞｽの発生する場所、じんあい、鉄粉、油煙の多い場所は避けてください。 
• 有機溶剤（ｼﾝﾅｰ、ﾍﾞﾝｼﾞﾝ等）、強ｱﾙｶﾘ（ｱﾝﾓﾆｱ、ｶｾｲｿｰﾀﾞ等）の付着する場所は避けてください。 
• 高圧機器、動力機器、無線など送信機器、大きな開閉ｻｰｼﾞの発生する機器の近くは避けてください。ま

た高圧線、動力線、電力線と COM ﾎﾟｰﾄ接続ｹｰﾌﾞﾙは、別々のﾀﾞｸﾄで配線してください。 
  

取付け 
■ ﾊﾟﾈﾙｶｯﾄ/穴あけ寸法 

 
 

(注) 取付け時、ﾊﾟﾈﾙに他の部品の取付けやｹｰﾌﾞﾙの配置

を行う場合、ｹｰﾌﾞﾙの損傷防止・取付け時の作業性

などを考慮して RCM-PM-01 周囲に 30～50mm 程

度のｸﾘｱﾗﾝｽをとることをお薦めします。 

(注) 本体ｽﾘｯﾄは絶対ふさがないでください。 
 

 
 
 
 
■ 取付方法(同梱の取付金具使用：4 ヶ所) 

① RCM-PM-01 本体を取付板に挿入する。 
② 取付金具を RCM-PM-01 本体の溝に装着し、ﾈｼﾞを締

め RCM-PM-01 本体を取付板に固定する。 
注 1) ﾈｼﾞ締めﾄﾙｸ 0.1～0.25N•m 
注 2) ﾈｼﾞを締め過ぎますと、前面が変形してﾀｯﾁｽｲｯﾁが

正常動作しないことがあります。 
適正なﾄﾙｸでお取付けください。 

 
 
 

 

 

 

 
 

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃｰﾌﾞﾙ 

【PCON、ACON、SCON、ERC2、ROBONET】 

ｱｸﾁｭｴｰﾀを動作させるためのﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀを設定します。 
① 

No. 
② 
ｲﾁ 

③ 
ｿｸﾄﾞ 

④ 
ｶｿｸﾄﾞ 

⑤ 
ｹﾞﾝｿｸﾄﾞ 

⑥ 
ｵｼﾂｹ 

⑦ 
ｼｷｲ 

⑧ 
ｲﾁｷﾒ 
ﾊﾊﾞ 

⑨ 
ｿﾞｰﾝ+ 

⑨ 
ｿﾞｰﾝ- 

⑩ 
ｶｹﾞﾝｿｸ 
ﾓｰﾄﾞ 

⑪ 
ｲﾝｸﾘ 
ﾒﾝﾀﾙ 

⑫ 
ｼﾚｲ 
ﾓｰﾄﾞ 

⑬ 
ﾃｲｼ 
ﾓｰﾄﾞ 

000 0.00 100.00 0.20 0.20 0 0 0.01 0.00 10.00 0 0 0 0 
001 10.00 100.00 0.20 0.20 0 0 0.01 95.00 105.00 0 0 0 0 
002              
003              

① No. … ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ No.を示します。 

② ｲﾁ … ｱｸﾁｭｴｰﾀを移動させる位置を設定します。 

③ ｿｸﾄﾞ … ｱｸﾁｭｴｰﾀの速度を設定します。 

④ ｶｿｸﾄﾞ … ｱｸﾁｭｴｰﾀの加速度を設定します。 

⑤ ｹﾞﾝｿｸﾄﾞ … ｱｸﾁｭｴｰﾀの減速度を設定します。 

⑥ ｵｼﾂｹ … 押付け動作を行う場合、0 以外の電流制限値(%)を設定します。 

0 設定時は、位置決め動作になります。 

⑦ ｼｷｲ … PCON-CF ｺﾝﾄﾛｰﾗの場合、しきいを設定すると指令ﾄﾙｸが超えた場合に、負荷出力信号を

出力します。 

⑧ ｲﾁｷﾒﾊﾊﾞ … 位置決め動作時は、位置決め完了信号を目標位置の手前いくつの距離で出力するかを設

定します。 

押付け動作時は、目標位置に達した後の押付け動作を行う区間を設定します。 

⑨ ｿﾞｰﾝ+、- … ｿﾞｰﾝ出力信号が ON する区間を設定します。 

⑩ ｶｹﾞﾝｿｸﾓｰﾄﾞ … ACON、SCON ｺﾝﾄﾛｰﾗの場合、台形ﾊﾟﾀｰﾝ、S 字ﾓｰｼｮﾝ、一次遅れﾌｨﾙﾀのいずれかの加減

速ﾊﾟﾀｰﾝを設定します。 

⑪ ｲﾝｸﾘﾒﾝﾀﾙ … 絶対位置指定の場合、0 を設定します。相対位置指定の場合、1 を設定します。 

⑫ ｼﾚｲﾓｰﾄﾞ … 設定を行っても無効です。出荷時は、0 となっています。(V1.00 以前) 

⑬ ﾃｲｼﾓｰﾄﾞ … 位置決め完了後、自動ｻｰﾎﾞ、OFF、ﾌﾙｻｰﾎﾞ制御方式のいずれかの待機中の節電方法を設

定できます。0 設定時は、節電方式は、無効となります。 

 

操作 

操作は、ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ操作表示画面に表示される画面をﾀｯﾁして行います。 

 
 

 

 

 

 

 
TP 操作ﾓｰﾄﾞを選択します。 

 

 
設定を行うｺﾝﾄﾛｰﾗを選択します。 

 

 

 

 
 

ﾒﾆｭｰを選択し、操作します。 
(ﾒﾆｭｰ 1) 
*軸選択 ：軸(ｺﾝﾄﾛｰﾗ)の選択 
*ﾓﾆﾀ ：ｺﾝﾄﾛｰﾗの状態表示 
*TP ﾓｰﾄﾞ ：TP 操作ﾓｰﾄﾞの選択 
*ｱﾗｰﾑ ：ｱﾗｰﾑの詳細表示 
*編集 ：ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀの編集および教示機能 
(ﾒﾆｭｰ 2) 
*移動 ：軸のﾎﾟｼﾞｼｮﾝ移動、直値移動、ｼﾞｮｸﾞ移動 
*ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ：ﾊﾟﾗﾒｰﾀの表示、編集 
*設定 ：言語、ﾀｯﾁ音の有無、画面のｺﾝﾄﾗｽﾄ、輝度、ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの設定 
*再起動 ：ｺﾝﾄﾛｰﾗの再起動 
*情報 ：ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報の表示 

 

 

 

 

 

 



【TP 操作ﾓｰﾄﾞ】 
以下に TP 操作ﾓｰﾄﾞについて示します。 
• ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 1(PIO ﾑｺｳ・ｾｰﾌﾃｨ ON) 

PIO ﾑｺｳ ： ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどのｺﾝﾄﾛｰﾗへの書込みとｱｸﾁｭｴｰﾀ動作系の指令ができます。 
ｾｰﾌﾃｨ ON ： ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀに関係なく、最高速度がﾊﾟﾗﾒｰﾀに設定された安全速度となります。 

• ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 2(PIO ﾑｺｳ・ｾｰﾌﾃｨ OFF) 
PIO ﾑｺｳ ： ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどのｺﾝﾄﾛｰﾗへの書込みとｱｸﾁｭｴｰﾀ動作系の指令ができます。 
ｾｰﾌﾃｨ OFF ： ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀに記載された速度で動かすことが可能となります。 

• ﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 1(PIO ﾕｳｺｳ・ｾｰﾌﾃｨ ON) 
PIO ﾕｳｺｳ ： ﾓﾆﾀのみ可能となります。ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどのｺﾝﾄﾛｰﾗへの書込みとｱｸﾁｭｴｰﾀ動作系の

指令ができません。 
ｾｰﾌﾃｨ ON ： PLC からの指令に関係なく、最高速度がﾊﾟﾗﾒｰﾀに設定された安全速度となります。 

• ﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 2(PIO ﾕｳｺｳ・ｾｰﾌﾃｨ OFF) 
PIO ﾕｳｺｳ ： ﾓﾆﾀのみ可能となります。ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀ、ﾊﾟﾗﾒｰﾀなどのｺﾝﾄﾛｰﾗへの書込みとｱｸﾁｭｴｰﾀ動作系の

指令ができません。 
ｾｰﾌﾃｨ OFF ： PLC からの指令通りの速度で動かすことが可能となります。 

 

操作方法(例) 
 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾃﾞｰﾀの設定  
2 点間往復(30mm⇔250mm 速度 300mm/s)の入力例 
番号 操 作 画 面 備 考 

1 ﾒﾆｭｰ 1 画面で、 編集  をﾀｯﾁします。 

 

 

2 ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞが‘0000’以外の場合は、ﾊﾟ

ｽﾜｰﾄﾞ画面が表示されます。 
ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞを入力します。 

 

出荷時は、‘5119’です。 

3  ↓   ↑  で、入力したいﾎﾟｼﾞｼｮﾝに

合わせます。 
 
または、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ No.をﾀｯﾁすると、ﾃﾝ

ｷｰが表示されます。ﾃﾝｷｰで直接、ﾎﾟｼﾞ

ｼｮﾝ No.を設定することもできます。 

 

 

4 目標位置の数字を、ﾀｯﾁします。 
ﾃﾝｷｰが現れます。 

 

ﾃﾞｰﾀ未登録ﾎﾟｼﾞｼｮﾝは、“＊”(ｱｽﾀﾘｽｸ)

表示となります。 

5  3   0  をﾀｯﾁし、 をﾀｯﾁします。 

 

数値入力時に、途中で止めたいとき

は、 ESC  をﾀｯﾁします。 
 
例) 左の操作で、 3   0  を入力後、

直ぐ“ ESC ”を押すと元の“＊”

に戻ります。 

6  

 

新規ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ登録時には、速度および

加速度、減速度などは、ﾕｰｻﾞｰﾊﾟﾗﾒｰﾀ

で設定した初期値が自動的に入力さ

れます。 
 
左記では、100mm/sec が初期値です。 

7 速度の数字を、ﾀｯﾁします。 
ﾃﾝｷｰが現れます。 

 

 

8 ここで、 3   0   0  をﾀｯﾁし、

をﾀｯﾁします。 

 

 

9  WRT  をﾀｯﾁします。 

 

 

番号 操 作 画 面 備 考 

10  YES  をﾀｯﾁします。 

 

書換えを中止したい場合は、 NO  を
ﾀｯﾁします。 

11  ESC  をﾀｯﾁします。 

 

 

12  ↑  で、次のﾎﾟｼﾞｼｮﾝ(No.1)に合わせ

ます。 

 

 

13 目標位置の数字を、ﾀｯﾁします。 
ﾃﾝｷｰが現れます。 

 

 

14  2   5   0  をﾀｯﾁし、 をﾀｯﾁし

ます。 

 

数値入力時に、途中で止めたいとき

は、 ESC  をﾀｯﾁします。 

15  

 

新規ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ登録時、速度および加速

度、減速度などは、ﾕｰｻﾞｰﾊﾟﾗﾒｰﾀで設

定した初期値が自動的に入力されま

す。 
 
左記では、100mm/sec が初期値です。 

16 速度の数字を、ﾀｯﾁします。 
ﾃﾝｷｰが現れます。 

 

 

17 ここで、 3   0   0  をﾀｯﾁし、

をﾀｯﾁします。 

 

 

18  WRT  をﾀｯﾁします。 

 

 

19  YES  をﾀｯﾁします。 

 

 

20  ESC  をﾀｯﾁします。 
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切離し操作 
 
① ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を切断します。 
② ｺﾝﾄﾛｰﾗの前面にあるﾒｲﾝ通信ﾎﾟｰﾄｺﾈｸﾀから接続ｹｰﾌﾞﾙを外します。 
③ ｺﾝﾄﾛｰﾗの電源を投入します。  
(注) PCON、ACON、SCON、ERC2、ERC3、ROBONET は、運転中に、非常停止ｽｲｯﾁ付きのｹｰﾌﾞﾙ※1

で接続したﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器の切離しを行うと、瞬時、非常停止となり、非常停止解除となります。
そのため、運転中のｱｸﾁｭｴｰﾀなどの機器は停止します。 
非常停止ｽｲｯﾁ付きｹｰﾌﾞﾙ※1 で接続したﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器は、運転中に、切離さないでください。 
 
※1：ｵﾌﾟｼｮﾝのｹｰﾌﾞﾙ(CB-PM-SIO030-EB)など 

 
(注) AUTO/MANU ｽｲｯﾁのない PCON、ACON、ERC2、ERC3 ｺﾝﾄﾛｰﾗは、TP ｿｳｻﾓｰﾄﾞを、「ﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 2」

に設定した後に切離してください。 
 
ERC2 の場合、および、ｹﾞｰﾄｳｪｲﾕﾆｯﾄ、SIO 変換器にﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器を接続してｺﾝﾄﾛｰﾗの設定を行っ
た場合 
● 「ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 1」、「ﾃｨｰﾁﾓｰﾄﾞ 2」の設定のまま切離した場合は、I/O が無効となり、PLC からのｺﾝﾄ

ﾛｰﾙができなくなります。 
● 「ﾓﾆﾀﾓｰﾄﾞ 1」の設定のまま切離した場合は、PLC からの指令に関係なく、最高速度がﾊﾟﾗﾒｰﾀに

設定された安全速度となります。 
 

お問い合せの前に 
接続できない場合などは、次のことを確認してください。  
ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器で検出するﾊｰﾄﾞ関連ｴﾗｰ 

ｺｰﾄﾞ ｴﾗ-内容 原因と対策 
ER02 ﾃﾞｰﾀｱﾄﾞﾚｽが正しくありません。 ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊﾞｰｼﾞｮﾝが古いことが考えられま

す。ﾊﾞｰｼﾞｮﾝを確認してください。 
ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが古い場合は、ｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄを行ってく
ださい。 

ER03 ﾃﾞｰﾀが正しくありません。 

ERFF ﾀｲﾑｱｯﾌﾟｴﾗｰ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗからﾚｽﾎﾟﾝｽが返ってきません。 

① ｺﾝﾄﾛｰﾗ接続ｹｰﾌﾞﾙが断線しています。接続
ｹｰﾌﾞﾙの配線や断線を確認してください。 

② ﾉｲｽﾞなどによる一時的な異常です。ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗがﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ表示器本体の電源を再投入し
てください。 

ERFE ﾚｽﾎﾟﾝｽｴﾗｰ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗから異常なﾚｽﾎﾟﾝｽが返ってきます。 

ﾉｲｽﾞなどによる一時的な異常です。頻発す
るようであればｹｰﾌﾞﾙ、終端抵抗、電源装置
のﾉｲｽﾞ対策などを確認してください。 

 

 

 
本社・工場 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-5105 FAX 054-364-2589 

東京営業所 〒105-0014 東京都港区芝 3-24-7 芝エクセージビルディング 4F TEL 03-5419-1601 FAX 03-3455-5707 

大阪営業所 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島 6-2-40 中之島インテス 14F TEL 06-6479-0331 FAX 06-6479-0236 

名古屋支店       

名古屋営業所 〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄 5-28-12 名古屋若宮ビル 8F TEL 052-269-2931 FAX 052-269-2933 
小牧営業所 〒485-0029 愛知県小牧市中央 1-271 大垣共立銀行 小牧支店ビル 6F TEL 0568-73-5209 FAX 0568-73-5219 

四日市営業所 〒510-0086 三重県四日市市諏訪栄町 1-12 朝日生命四日市ビル 6F TEL 059-356-2246 FAX 059-356-2248 

豊田支店       

新豊田営業所 〒471-0034 愛知県豊田市小坂本町 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 4F TEL 0565-36-5115 FAX 0565-36-5116 
安城営業所 〒446-0058 愛知県安城市三河安城南町 1-15-8 サンテラス三河安城 4F TEL 0566-71-1888 FAX 0566-71-1877 

盛岡営業所 〒020-0062 岩手県盛岡市長田町 6-7 クリエ 21 ビル 7F TEL 019-623-9700 FAX 019-623-9701 
秋田出張所 〒018-0402 秋田県にかほ市平沢字行ヒ森 2-4 TEL 0184-37-3011 FAX 0184-37-3012 

仙台営業所 〒980-0011 宮城県仙台市青葉区上杉 1-6-6 イースタンビル 7F TEL 022-723-2031 FAX 022-723-2032 

新潟営業所 〒940-0082 新潟県長岡市千歳 3-5-17 センザイビル 2F TEL 0258-31-8320 FAX 0258-31-8321 
宇都宮営業所 〒321-0953 栃木県宇都宮市東宿郷 5-1-16 ルーセントビル 3F TEL 028-614-3651 FAX 028-614-3653 

熊谷営業所 〒360-0847 埼玉県熊谷市籠原南 1-312 あかりビル 5F TEL 048-530-6555 FAX 048-530-6556 

茨城営業所 〒300-1207 茨城県牛久市ひたち野東 5-3-2 ひたち野うしく池田ビル 2F TEL 029-830-8312 FAX 029-830-8313 
多摩営業所 〒190-0023 東京都立川市柴崎町 3-14-2 BOSEN ビル 2F TEL 042-522-9881 FAX 042-522-9882 

甲府営業所 〒400-0031 山梨県甲府市丸の内 2-12-1 ミサトビル 3 F TEL 055-230-2626 FAX 055-230-2636 

厚木営業所 〒243-0014 神奈川県厚木市旭町 1-10-6 シャンロック石井ビル 3F TEL 046-226-7131 FAX 046-226-7133 
長野営業所 〒390-0852 長野県松本市島立 943 ハーモネートビル 401 TEL 0263-40-3710 FAX 0263-40-3715 

静岡営業所 〒424-0103 静岡県静岡市清水区尾羽 577-1 TEL 054-364-6293 FAX 054-364-2589 

浜松営業所 〒430-0936 静岡県浜松市中区大工町 125 シャンソンビル浜松 7F TEL 053-459-1780 FAX 053-458-1318 
金沢営業所 〒920-0024 石川県金沢市西念 3-1-32 西清ビル A 棟 2F TEL 076-234-3116 FAX 076-234-3107 

滋賀営業所 〒524-0033 滋賀県守山市浮気町 300-21 第 2 小島ビル 2F TEL 077-514-2777 FAX 077-514-2778 

京都営業所 〒612-8418 京都府京都市伏見区竹田向代町 559 番地 TEL 075-693-8211 FAX 075-693-8233 
兵庫営業所 〒673-0898 兵庫県明石市樽屋町 8-34 第 5 池内ビル 8F TEL 078-913-6333 FAX 078-913-6339 

岡山営業所 〒700-0973 岡山県岡山市北区下中野 311-114 OMOTO-ROOT BLD.101 TEL 086-805-2611 FAX 086-244-6767 

広島営業所 〒730-0051 広島県広島市中区大手町 3-1-9 広島鯉城通りビル 5F TEL 082-544-1750 FAX 082-544-1751 
徳島営業所 〒770-0905 徳島県徳島市東大工町 1-9-1 徳島ファーストビル 5F-B TEL 088-624-8061 FAX 088-624-8062 

松山営業所 〒790-0905 愛媛県松山市樽味 4-9-22 フォーレスト 21 1F TEL 089-986-8562 FAX 089-986-8563 

福岡営業所 〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東 3-13-21 エフビル WING 7F TEL 092-415-4466 FAX 092-415-4467 
大分営業所 〒870-0823 大分県大分市東大道 1-11-1 タンネンバウム Ⅲ 2F TEL 097-543-7745 FAX 097-543-7746 

熊本営業所 〒862-0910 熊本県熊本市東区健軍本町 1-1 拓洋ビル 4F TEL 096-214-2800 FAX 096-214-2801 
 

お問合わせ先 
お客様センター エイト  

（受付時間） 月～金 24 時間 (月 7：00AM～金 翌朝 7：00AM) 
土、日、祝日 8：00AM～5：00PM 
(年末年始を除く) 

   

 フリー 
コール 0800-888-0088 

 FAX： 0800-888-0099   （通話料無料） 
ホームページアドレス www.iai-robot.co.jp 

管理番号：MJ0283-3A
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